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l．はじめに   

本報告は，複数のプレイヤーが複数の投資先に資源を投入して，最大限の利益を獲得しようとするゲーム  

を取り扱う．捜索理論の分野ではJ．S．Croucher［1］が，複数の地点に隠された価値を発見しようとする捜索者と，  

それを阻止しようとする妨害者との2人ゼロ和ゲームを考えた．さらにVJ．BastonandA．YGamaev［2］は，  

Croucherのモデルに資源投入コストを加味したゲームを考えた．ここでは，2人の捜索者が価値を取得しよう  

とする同種のゲームを考え，両プレイヤーが同時に同じ価値を発見した場合は，その全体もしくは一部を両者  

の間で分割しなければならないとする点でプレイヤーが部分的に対立するモデルを取り扱う．  

2．モデルの前提   

次のような2人のプレイヤーA，Bが参加するゲームを考える．  

（1）捜索空間は離散的なセル空間ぷ＝〈1，…，〃〉からなり，それぞれのセルfに正の価値リfが隠されている．  

（2）A，Bはそれぞれが所持する総捜索資源量ズ，yを各セルに任意に分割して投入し，価値の発見に努める．   

Aがセルfに投入する捜索資源をズfとするとき，ズ＝¢ノ，・・；肋）はAの戦略である．同様にγ＝か，‥；γ〃）を   

Bの戦略とする．  

（3）Aがセルfに捜索資源ヵを投入したときに価値u逐発見する確率はメ¢うである．同様にBの捜索資源   

γバこよる発見確率を邸か）とする．関数メ¢f），鮮少）はA，B両者には既知であるものとする．  

（4）プレイヤーA，Bのいずれか一方が価値を発見した場合は発見者はそれを独占できる．A，B共に発見し   

た場合は，†ん，叩∫≧0，†ん＋叩メ≦1である分割係数により，Aは笹・U逐取得し，Bは叩＝Ufを取得する   

ものとする．  

（5）問題を簡単にするため，関数耳匝）牒伽）を以下で与えられるとして議論を進める．  

メ匝）＝タメ（1－eX〆一人メカ）），ただしル，んは0＜タブ≦1，ス′＞0の係数，  

邸か）＝曾f（1－eX〆一抑ヅ）），ただし餌‥机は0＜ヴf≦l，〃f＞0の係数．   

以上の前提よりAがセルバこ捜索資源ズfを投入し，Bが捜索資源γを投入した場合，セルfにおけるA及び  

Bの期待利得＆叛町河，且βf匝γ）は以下で計算できる．  

且煩わγ）＝肌耳匝）（1－甲拶か）〉，且糾わγ）＝U′g伽）〈ト甲fメ匝）〉．  （1）  

ただし，〝ん＝1－†叫〝Bメ＝ト1吼である．プレイヤーA，Bは以下で与えられるそれぞれの総期待利得以匝γ），  

且恥カを大きくするような戦略を採ろうとする．  

且坤叩）＝∑：1且頼らγf），戯枇γ）＝∑≡1且β串ちγれ  

ただし，ちγの実行可能領域は，ズf≧0，∑：1ズ′≦ズ，γf≧0，∑≡1γ′≦yで与えられる・  
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3．最適戦略   

A，Bの期待利得且勒γ），且恥γ）はちγについての狭義凹関数であり，実行可能領域は凸であるので、ゲ  

ームの解はA，Bともに純粋戦略となる．この最適純粋戦略ズ＊＝¢ノ＊，…，劫り，γ＊＝ レノ＊，…，ル＊）は新たに導入  

したh許弧野乗数叫り（刈）の連続関数で表され，次式より導出できる．〆匝，リ）については，ズf＊（叫り）の式  

において仙とり，んと甘㌧グと断」匹と〝Bら取と勒を置き換えたものとなるが，紙面の都合で記載を省く．  
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Ui〃／す′  

9（〟，γ）＝Z（α，γ）CuⅣズ（の，V）CuⅣγ（の，γ）C   

とすると，ズf＊（吼り）は次式で表される．  

カrf∈Z（の，γ）∪Ⅳγ（の，V）   

カrf∈Ⅳズ（の，γ）  
1． L早㍉釣  

Og  

log  
ズ；（の，γ）＝  

♪rf∈9（の，γ），1＞り」f曾fα〃d7βf＞0  

鳥22＋4た1た3－た2   

♪rf∈9（の，y），1＝り」f曾f Or7βf＝0，  

2 
た1＝U′A勅ク′（ト彿ヴJ）りβい  

た2＝UiAf〃fク′（1－中畑勘）（1－りβipi）＋pfスJり」Jγ一夕′〟f甲′〟，  

た3＝叫′′（1－りβブタJ），  

宣ズ；（α．，γ）＝ズ，岩γ；（以，V）＝y．  
f＝1  f＝l  

（2）  

式（2）の連立方程式を解くことにより，最適なbgmIlge乗数叫レ及び最適純粋戦略ズ1γ＊が求まるが，数値  

計算では，Newton法と2分法を適用して解いた．  

4．数値例   

紙面の関係上，数値例については発表会当日紹介する．  
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